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ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

お
　
　
礼

お知らせ

仁
淀
川
・
宇
治
川
一
斉

清
掃
の
お
知
ら
せ

　
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

　

本
年
も
河
川
愛
護
月
間
の
行
事

と
し
て
、
仁
淀
川
・
宇
治
川
流
域

に
て
河
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
是
非
お

願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
袋
・
軍
手
な
ど
は
準
備
し

ま
す
。

▼
日
時　

７
月
６
日
（
日
）　

　
　
　
　
　

７
時
～（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
７
月
20
日

（
日
）
に
延
期
。

▼
会
場
及
び
問
い
合
わ
せ

【
仁
淀
川　

５
会
場
】

　

・
八
田
沈
下
橋
跡
河
原

　

・
仁
淀
川
桜
づ
つ
み
公
園

　

・
鎌
田
堤
防
～
大
内
堤
防

　

・
波
川
緑
地
公
園

　

・
加
田
キ
ャ
ン
プ
場

　

国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所

 

８
３
３

－

６
９
０
４

【
宇
治
川　

９
会
場
】

　

・
新
江
尻
橋
付
近
・
天
神
橋
付
近

　

・
沖
田
橋
付
近
・
是
友
橋
付
近

　

・
県
営
住
宅
入
口
の
橋
付
近

　

・
枝
川
橋
付
近
・
北
浦
橋
付
近

　

・
小
田
橋
付
近
・
八
代
公
民
館

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼

　

本
年
も
6
月
の
環
境
月
間
の
行

事
と
し
て
、
６
月
１
日
に
町
内
一

斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
区
長
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
、
各
種
事
業
者
並
び
に
各
種
団

体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
方
々
の
参
加
の
も
と
清
掃
作
業

が
行
わ
れ
、
道
路
側
溝
の
土
砂
及

び
河
川
・
公
共
施
設
の
草
木
な
ど

を
収
集
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
環
境
美
化
推
進
に
一

層
の
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
収
集
・
積
込
み
作
業
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
、

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
収
集
・
積
込
み
作
業
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
事
業
者 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

㈲
池
ノ
上
土
建
・
㈱
勝
賀
瀬
土
建
・

㈱
坂
本
鉄
工
・
㈱
近
澤
建
設
・
㈱

森
本
興
業
・
㈲
今
橋
組
・
㈲
伊
野

清
掃
・
㈲
巴
工
務
店
・
㈱
田
邊
工
務

店
・
㈲
諏
訪
建
設
・
笠
井
水
道
工
務

所
・
㈲
池
澤
設
備
・
宇
治
工
業
㈲
・

㈱
横
山
工
業
・
㈲
松
本
工
務
店
・
尾

﨑
建
設
㈲
・
㈲
森
下
工
業
・
東
亜
道

路
工
業
㈱
高
知
営
業
所
・
田
中
石

灰
工
業
㈱
・
㈲
開
洋
建
設
工
業
・
㈲

エ
イ
ト
テ
ッ
ク
・
㈱
田
中
工
務
店
・

㈲
土
居
建
工
・
㈲
森
木
組
・
高
知
尾

﨑
建
設
工
業
㈲
・
西
川
建
設
㈱
・
㈲

市
川
建
設
・
㈱
上
岡
工
務
店
・
ジ
ョ

ウ
ト
ク
建
設
㈱
・
福
留
開
発
㈱
・
四

国
通
建
㈱
・
㈱
清
水
新
星
・
井
原
工

業
㈱
・
吾
北
本
川
地
区
建
設
協
会

お知らせ
「
個
人
情
報
ト
ラ
ブ
ル
詐

欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
な

が
ら
、
個
人
情
報
の
削
除
を
持
ち

か
け
、
ト
ラ
ブ
ル
を
仕
立
て
た
挙

句
、
高
額
の
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
の
職
員
が
、
個
人
情

報
の
削
除
に
つ
い
て
電
話
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に
せ
ず

早
め
に
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現

金
を
送
る
こ
と
は
、郵
便
法
な
ど

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
、宅
配
便
で
現
金
を
送
れ
」

は
詐
欺
の
手
口
で
す
。絶
対
に
送

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
に
感
じ
た
と
き
は
、
警
察

（
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９

１
１
０
）
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

８
２
４

－

０
９
９
９

　

産
業
経
済
課　

 

８
９
３

－

１
１
１
５

講座・教室

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
学
習
講
座
ご
案
内

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
福
祉
学
習
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
地
域
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
各
講

座
と
も
開
催
場
所
は
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
定
員
は
各

20
名
で
す
。

▼
講
座
①

「
終
の
棲
家
に
つ
い
て

　
自
宅
で
す
か
、
施
設
で
す
か
」

　

自
宅
で
最
後
ま
で
過
ご
し
た
い

と
い
う
思
い
を
か
な
え
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
学

び
、
終
末
期
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
講
師　

重
光　

廣
子 

氏

　
　
　
　

（
高
知
県
社
会
福
祉
協

議
会   

介
護
普
及
課
）

▼
講
座
②

「
心
と
体
が
ほ
ぐ
れ
る
　

和
み
の
ヨ
ー
ガ
・
手
当
法
」

　

和
み
の
ヨ
ー
ガ
は
心
理
学
か

ら
生
ま
れ
た
「
ゆ
る
ヨ
ガ
」
で

す
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
「
手
当
」
で
、

あ
っ
た
か
な
ふ
れ
あ
い
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▼
講
師　

下
本　

節
子 

氏

　
　
　
　
（
Ｓ
Ｂ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

５
９
２
０

講座・教室 

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ソ
ー
レ
」講
座
の
お
知
ら
せ

【
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー
】

▼
講
座
名　

女
の
子
の
た
め
の
サ

イ
エ
ン
ス
教
室

　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
で
「
ふ
し

ぎ
」
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

　

①
８
月
２
日
（
土
）

　

②
８
月
３
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
内
容

　

①
錯
視
の
ふ
し
ぎ
～
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
～

　

②
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
レ
プ
リ
カ

を
つ
く
ろ
う
～
太
古
の
生
き

物
の
ナ
ゾ
に
せ
ま
る
～

▼
講
師

　

①
進　
　

悦
子 

氏

　

②
山
根　

勝
枝 

氏

　
　

（
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

専
門
学
芸
員
）


